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大蛇　～香取神社（小手指地内）～

　この大蛇は、香取神社を囲むよう
にして、五穀豊穣・無病息災を祈願
しています。
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運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
が
変
更
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
～
五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
試
験
運
行
を
継
続
し
ま
す
～

　
町
で
は
、
現
在
の
路
線
バ
ス
（
五
霞
町
役
場
〜
幸
手
駅
）
と
は
別
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
移
動
手
段

の
確
保
や
公
共
交
通
不
便
地
域
の
解
消
の
た
め
、
昨
年
10
月
か
ら
五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
試
験
運
行
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
運
行
開
始
か
ら
約
10
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
の
利
用
状
況
、
利
用
さ
れ
て
い
る
停
留
所
等
の
デ
ー

タ
を
基
に
試
験
運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

○
試
験
運
行
期
間

　
平
成
26
年
10
月
１
日
(水)
〜
平
成
27
年
９
月
30
日
(水)

○
運
行
方
法

　
路
線
バ
ス
と
同
様
に
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。

○
使
用
す
る
車
両

　
小
型
バ
ス
車
両
（
乗
車
定
員
37
人
で
座
席
数
は
13
人
）

○
運
行
日

　
月
曜
日
〜
土
曜
日
　
※
日
曜
日
は
運
休

○
運
賃
　
※
運
賃
は
、
１
回
の
乗
車
料
金
で
す
。

　
大
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

　
学
生
（
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
）
　
１
０
０
円

　
障
害
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

　
未
就
学
児
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
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済生会栗橋病院
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福祉センターひばりの里
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中の島公園

童夢公園
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東
武
日
光
線

東
北
新
幹
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公共・公益施設

医療施設

教育施設

商業施設

集会所

朝晩ルート

日中ルート

停留所近辺に駐輪
スペースあり

五霞町
コミュニティ交通・

ルート図

■
朝
晩
ル
ー
ト

　
朝
晩
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
昨
年

10
月
の
試
験
運
行
開
始
後
、
12
月
ま

で
は
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

４
月
か
ら
学
生
割
引
料
金
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
利
用
者
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
朝
晩
ル
ー
ト
は
、
今
回
の
改
正
で

は
運
行
ル
ー
ト
の
変
更
は
な
く
、
ダ

イ
ヤ
の
み
改
正
と
な
り
ま
す
。

■
日
中
ル
ー
ト

　
日
中
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
運
行

開
始
当
初
に
一
番
利
用
者
数
が
多
く
、

そ
の
後
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
運
行
ル
ー
ト
を
改
正
し
、

ベ
イ
シ
ア
だ
け
で
な
く
、
要
望
の
多

か
っ
た
南
栗
橋
駅
へ
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

　
日
中
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
今
回

運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
と
も
に
改
正

し
ま
す
。
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川妻

小手指

両新田

元栗橋

堀之内

新幸谷

大福田
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荒宿
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土与部
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中新田
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五霞町役場前

五霞町役場入口中央公民館入口
五霞中学校前
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土塔

ウエルシア前

原宿台二丁目

辰堂

江川本村

小手指

新幸谷

童夢公園前

原宿台四丁目

元栗橋池成

舟渡橋入口

南栗橋駅

キユーピー前

江川天満宮前

芝田クリニック前

山王生活改善センター

有料

辰堂

馬場医院

石塚外科医院

むさしのメディカルクリニック

埼玉りそな銀行

済生会栗橋病院

五霞西小学校

五霞中学校

幸手桜高校

保健センター

役場

堀中病院

ウエルシア

埼玉りそな銀行

武蔵野銀行 原宿台郵便局

五霞郵便局

マルエツ

ベルク

中央公民館

JAむつみ五霞支店

道の駅ごか

ふれあいセンター

福祉センターひばりの里

ベイシア

マルヤ

中の島公園

童夢公園

芝田クリニック

東
武
日
光
線

東
北
新
幹
線

五霞東小学校

南栗橋駅

路線バス

公共・公益施設

医療施設

教育施設

商業施設

集会所

朝晩ルート

日中ルート

停留所近辺に駐輪
スペースあり

五霞町
コミュニティ交通・

ルート図

運
行
ダ
イ
ヤ

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
日
中
ル
ー

ト
で
も
南
栗
橋
駅
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
７

時
55
分
江
川
本
村
発
・
南
栗
橋
駅
行

き
の
便
は
、
日
中
ル
ー
ト
を
通
り
、

朝
の
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯
に
済
生

　
毎
日
の
通
勤
や
通
学
に
利
用
す
る

方
や
、
通
院
や
買
い
物
等
で
利
用
す

る
高
齢
者
な
ど
の
方
々
に
と
っ
て
、

バ
ス
は
大
切
な
移
動
手
段
で
あ
り
、

安
心
し
て
目
的
地
ま
で
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
乗
り
物
で
す
。

　
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

構
築
の
た
め
、
今
後
も
利
用
状
況
調

会
栗
橋
病
院
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
設
定
し
ま
し
た
。

　
10
月
か
ら
の
運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ

ヤ
改
正
ま
で
に
、
詳
し
い
バ
ス
マ
ッ

プ
や
時
刻
表
を
住
民
の
み
な
さ
ん
へ

配
布
し
ま
す
。

査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）



対象者 小学６年生まで

外来自己負担金の助成 お支払い後還付

対象者 中学３年生まで

外来自己負担金の

助成

未就学児 小学１年生～中学３年生

お支払い後還付 お支払い後還付なし

○変更前

○変更後
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７
月
19
日
の
任
期
満
了

に
伴
い
五
霞
町
農
業
委
員

会
委
員
一
般
選
挙
が
７
月

１
日
に
告
示
さ
れ
、
投
票

は
７
月
６
日
に
町
内
７
か

所
の
投
票
所
に
お
い
て
午

前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
当
日
有
権
者
数

　
１
，
４
９
２
人

○
投
票
者
数

　
１
，
２
２
１
人

○
投
票
率

　
81
・
84
％

　
開
票
は
、
午
後
７
時
か

ら
中
央
公
民
館
で
即
日
開

票
さ
れ
ま
し
た
。
開
票
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

五
霞
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の

結
果
に
つ
い
て当選落選の別 氏　名 得　票　数 新・現

当 松　沼　　　均 111 現
当 池　田　　　博 104 現
当 篠　﨑　　　勝 103 現
当 影　山　德　治 97 現
当 青　栁　全　彦 94 新
当 植　竹　文　男 94 新
当 横　田　政　俊 90 新
当 松　本　守　正 86.624 現
当 梅　田　福一郎 80 現
当 松　本　紀　夫 73.375 新
当 小　口　昭　夫 73 新
当 鈴　木　誠　之 67.531 現
当 竹　政　秀　男 62 新
当 鈴　木　章　司 59.468 新
落 菊　地　俊　介 15 新

無　効　投　票 11

五霞町農業委員会委員一般選挙（敬称略・得票順）

※得票数は按分を含めて表示

＊
外
来
自
己
負
担
金
…
１
医
療
機
関

１
回
６
０
０
円
（
月
２
回
ま
で
）

を
自
己
負
担
金
と
し
て
医
療
機
関

へ
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
る
対
象

者
に
は
、
個
別
で
通
知
を
出
す
予
定

で
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　
☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

マ
ル
福（
小
児
）

10
月
１
日
か
ら
中
学
生
ま
で
拡
大
と

な
り
ま
す
。



表１ （単位：kwh）

施設名 基準年の電気

使用量

平成 25 年度 比較増減

（対基準年）

削減率

（対基準年）％年間電気使用

目標値

実施結果

五霞町役場本庁舎 236,821 233,931 204,062 △32,759 △13.8

五霞ふれあいセンター 28,617 28,267 25,849 △2,768 △9.7

ごか西児童館 13,833 13,663 8,234 △5,599 △40.5

ごか南児童館 12,807 12,657 11,345 △1,462 △11.4

保健センター 67,764 66,944 61,188 △6,576 △9.7

中央公民館 118,423 116,983 76,556 △41,867 △35.4

B&G 海洋センター 96,492 95,312 68,840 △27,652 △28.7

合 計 574,757 567,757 456,074 △118,683 △20.6.

表２ （単位：ℓ）

基準年の燃料使用量 H25 年度 比較増減

（対基準年）

削減率

（対基準年）％年間燃料使用目標値 実施結果

27,251 27,061 30,575 3,324 12.2
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夏
休
み
現
場
見
学
会
（
圏
央
道
）

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
、
出
入
口

に
看
板
を
掲
示
い
た
し
ま
す
。

○
日
　
時
　

　
８
月
９
日
(土)
　
※
小
雨
決
行

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
　

※
雨
天
・
荒
天
時
は
８
月
10
日
(日)
に

順
延
し
ま
す
。

○
対
　
象

　
小
学
生
以
上

　
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

○
内
　
容

　
圏
央
道
工
事
現
場
の
見
学
会

　
工
事
現
場
体
験
教
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
国
土
交
通
省
　
関
東
地
方
整
備
局

　
北
首
都
国
道
事
務
所

　
三
郷
国
道
出
張
所

　
☎
０
４
８
（
９
５
７
）
２
１
５
１

　
夏
休
み
現
場
見
学
会
（
圏
央
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

（
都
市
建
設
課
）

①
電
気
使
用
量

　
電
気
使
用
量
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
基
準
年
に
対
し

て
７
，
０
０
０
kwh
を
削
減
目
標
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
目
標
を
大
き
く
上

回
る
１
１
８
，
０
０
０
kwh
を
削
減
し
、

電
気
使
用
量
は
約
４
５
６
，
０
０
０

kwh
と
な
り
ま
し
た
。

②
公
用
車
燃
料
使
用
量

　
公
用
車
の
燃
料
使
用
量
は
表
２
の

と
お
り
で
す
。

　
役
場
が
管
理
し
て
い
る
公
用
車
は

平
成
25
年
度
末
で
46
台
あ
り
、
基
準

年
に
対
し
て
１
９
０
ℓ
の
燃
料
削
減

を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
燃
料

使
用
量
は
３
，
３
０
０
ℓ
増
加
し
て

約
３
０
，
５
０
０
ℓ
で
し
た
。

③
二
酸
化
炭
素
排
出

量　
電
気
使
用
量
４
５

６
，
０
０
０
kwh
を
二

酸
化
炭
素
に
換
算
す

る
と
、
約
２
５
３
，

０
０
０
㎏
を
排
出
し
、

基
準
年
と
比
較
す
る

と
約
６
５
，
０
０
０
㎏
を
削
減
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
公
用
車

燃
料
使
用
量
３
０
，
５
７
５
ℓ
は
約

７
１
，
０
０
０
㎏
を
排
出
し
た
こ
と

に
な
り
、
基
準
年
か
ら
は
逆
に
７
，

７
０
０
㎏
増
加
し
ま
し
た
。
電
気
使

用
量
及
び
公
用
車
燃
料
使
用
量
の
二

酸
化
炭
素
削
減
量
は
合
計
す
る
と
、

５
７
，
３
０
０
㎏
で
し
た
。

　
一
般
家
庭
に
お
い
て
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
の
量
は
、
年
間
で
約
５
，

９
０
０
㎏
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

約
10
世
帯
分
の
二
酸
化
炭
素
を
削
減

で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
役
場
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
今
年
も
各
施
設
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
を
設
置
し
た
り
、
ク
ー
ル
ビ
ズ

活
動
を
行
っ
た
り
し
て
節
電
対
策
に

努
め
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

　
役
場
で
は
第
３
次
五
霞
町
役
場
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画

（
平
成
25
年
度
〜
平
成
32
年
度
の
８
年
計
画
）
に
基
づ
き
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
基
準
年
（
平
成
17
年
）
に

対
し
電
気
使
用
量
を
５
６
，
０
０
０
kwh
（
9.6
％
）
、
公
用
車

燃
料
使
用
量
を
１
，
５
２
０
ℓ
（
5.6
％
）
そ
れ
ぞ
れ
削
減
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
実
施
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
五
霞
町
役
場
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
実
施
結
果

 

実
施
結
果
に
つ
い
て
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近
年
、
短
期
間
に
非
常
に
激
し
い

雨
が
局
地
的
に
降
る
豪
雨
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

日
本
に
接
近
・
上
陸
す
る
台
風
が
多

く
な
り
、
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
な
ど

を
も
た
ら
し
て
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
本
格
的
な
出
水
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
水
防
計
画
書
を
作
成

し
て
洪
水
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、

６
月
24
日
に
は
行
政
区
長
及
び
消
防

団
員
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
、
不
測
の
事
態
へ
の
対
応
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

　
水
害
等
の
災
害
時
に
慌
て
な
い
た

め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
、
持
ち
出
し

品
の
確
認
を
し
て
万
が
一
の
場
合
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の
持
ち
出
し
品
〈
参
考
例
〉

○
食
料
品

　
３
日
分
程
度
の
食
料
品
（
乾
パ
ン
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
缶
詰
な
ど
加
熱
し
な

い
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
）

○
飲
料
水
　
３
日
分

（
目
安
は
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）

○
救
急
セ
ッ
ト

　
消
毒
薬
、
傷
薬
、
か
ぜ
薬
、
胃
薬
、

ガ
ー
ゼ
、
包
帯
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、

脱
脂
綿
、
は
さ
み

○
衣
類

　
衣
服
類
（
体
温
調
節
が
で
き
る
よ

う
な
も
の
）
、
下
着
、
タ
オ
ル
、
軍

手
、
靴
下

○
日
用
品

　
ち
り
紙
、
懐
中
電
灯
、
電
池
（
予

備
も
含
め
て
）
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
缶

切
り
、
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
生
理
用

品○
そ
の
他

　
現
金
、
印
鑑
、
預
金
通
帳
、
権
利

証
、
健
康
保
険
証
、
粉
ミ
ル
ク
、
ほ

乳
瓶
、
紙
お
む
つ

○
あ
る
と
便
利
な
も
の

　
ア
ル
フ
ァ
ー
化
米
（
水
だ
け
で
戻

せ
る
お
米
）
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ

ャ
ラ
メ
ル
（
糖
分
補
給
）
、
調
味
料

（
塩
…
脱
水
防
止
、
酢
…
疲
労
回

復
）
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
止

血
、
洗
浄
な
ど
）
、
粘
着
テ
ー
プ
、

キ
ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ
、
ご
み
袋
、
ス

リ
ッ
パ
、
洗
面
用
具
、
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
紙
コ
ッ

プ
、
紙
皿

■
土
の
う
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
安
全
課
）

　
町
で
は
水
害
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

土
の
う
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
気
象
情
報
等
で
、
大
雨
や
台
風
な

ど
の
接
近
に
よ
り
、
万
が
一
、
浸
水

の
恐
れ
が
あ
る
と
き
、
土
の
う
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
希
望
の

方
は
生
活
安
全
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

水害に備えて



広報ごか　2014．87

■
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
は

　
地
域
に
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
人
権
相
談
や
人
権
啓
発
な
ど
、

住
民
交
流
を
目
的
と
し
て
、
五
霞
町
が
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
す
。

■
利
用
方
法

　
ご
利
用
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
毎
月
１
日
に
、
翌
月
分
の
予
約
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　
当
月
分
に
つ
い
て
は
、
部
屋
の
空
き
が
あ

れ
ば
、
随
時
予
約
可
能
で
す
。

■
利
用
時
間

　
毎
週
月
曜
日
を
除
い
て
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
祝
日
は
休
館
日
で
す
。

■
地
図
案
内

■
利
用
料
金

　
猿
島
郡
内
、
古
河
市
、
坂
東
市
に
居
住
し

て
い
る
方
（
通
勤
・
通
学
者
を
含
む
）
は
無

料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
※
通
信
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て
は
、
１
時
間

あ
た
り
２
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
施
設
案
内

○
ホ
ー
ル

　
１
０
０
名
規
模
の
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト

が
可
能
で
す
。
そ
の
他
、
体
操
教
室
や
音
楽

の
練
習
等
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
イ
ス

・
会
議
机
の
他
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ
設
備
・
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。

○
娯
楽
室
兼
会
議
室

　
　
　 

　
会
議
・
食
事
会
場
の
他
、
少
人
数
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
（
飲
食
可
能
）

　
通
信
カ
ラ
オ
ケ
・
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
・
座

卓
・
座
布
団
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

○
生
活
改
善
室
（
調
理
室
）

　
主
に
料
理
教
室
や
、
ホ
ー
ル
で
の
会
合
時

の
調
理
室
と
し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

○
保
健
室

　
少
人
数
の
会
議
や
、
音
楽
の
演
奏
・
生
花

等
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
（84）
３
５
９
５
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

4
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最新の通信カラオケ機器を
設置しています♪
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·•◦まちのわだい◦•·

ご
か
り
ん
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で
町
の
Ｐ
Ｒ
実
施
中！

　
６
月
３
日
、
坂
東
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

に
て
古
河
市
、
坂
東
市
、
境
町
及
び
一

般
社
団
法
人
茨
城
県
建
設
業
協
会
境
支

部
と
当
町
の
２
市
２
町
１
団
体
に
よ
る

協
定
の
締
結
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が
水

害
、
地
震
又
は
そ
の
他
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
等
に
お
い
て
、
被
災
市
町
独

自
で
は
十
分
な
応
急
措
置
が
実
施
で
き

な
い
と
き
に
、
市
町
相
互
間
で
の
応
援

を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　
当
日
は
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
長

及
び
群
馬
大
学
片
田
教
授
に
よ
る
洪
水

災
害
対
策
の
説
明
を
受
け
、
出
席
し
た

参
加
者
は
防
災
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

災害時等における相互応援に関する
協定の締結について

　実施期間は、５月から10月末までで、庁
舎内の冷房設定温度を28℃に設定し、職
員は、軽装（ノーネクタイ、ノー上着）で業
務を行います。みなさんのご理解とご協力
をよろしくお願いします。
　また、役場では、平成25年３月に策定した
「五霞町役場温室効果ガス削減計画（第３
次改訂版）」に基づき、公用車の経済運転な
どさまざまな取り組みを行っています。 ·•◦クールビズ実施中です◦•·

～クールビズ実施中～　みなさんのご理解ご協力をお願いします。
地球温暖化の防止と省エネルギーを目的として、

クールビズ（夏季の軽装）を実施しています。

　職場での一体感や士気を高めるため、また町のＰＲにつな
がるよう職員が着用できるポロシャツを作成しました。
☆特　徴☆�胸に五霞町イメージキャラクター“ごかりん”と

ローマ字で『ＧＯＫA』と表記してあります。
☆カラー☆「ごかりんカラー（水色）」・「白」・「紺」の３種類です。

ごかりんポロシャツ３色あります 記者会見

　
７
月
６
日
、
権
現
堂
調
節
池
に
お
い

て
行
幸
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
で
第
18
回
を
迎
え
た
行
幸
湖
ク

リ
ー
ン
作
戦
は
、
幸
手
市
、
久
喜
市
と

の
３
市
町
合
同
で
行
わ
れ
、
本
町
に
お

い
て
は
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企

業
な
ど
か
ら
約
２
０
０
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
回
収
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
約
３
１
０

㎏
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、

ご
み
の
分
別
を
正
し
く
行
い
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
空
き
缶
な
ど
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

行
幸
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
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ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

第
20
回
　
Ｂ
＆
Ｇ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日
　
６
月
８
日

○
場
所
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
参
加
　
６
チ
ー
ム
　
約
30
名

○
結
果
　
優
　
勝
　

今
で
し
ょ
う
！

　
　
　
　
準
優
勝
　
フ
ル
ー
ト
フ
ル
ー
ト

　
　
　
　
第
３
位
　

お
も
て
な
し

第
19
回
　
体
協
会
長
杯

　
　
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日
　
６
月
15
日

○
場
所
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

○
参
加

　
５
チ
ー
ム
　
約
60
名

○
結
果

　
優
　
勝
　
オ
リ
ー
ブ

　
準
優
勝
　
ク
レ
ア

　
第
３
位
　
ブ
ー
ケ

　
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｊ
Ｆ
Ｃ
の
齋
藤
雅ま

さ

紀き

さ
ん

（
五
霞
東
小
学
校
６
年
生
）が
茨
城
県
の

各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
地
区
ト
レ
セ

ン
選
手
選
考
会
に
参
加
し
、
茨
城
県
ト

レ
セ
ン
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｊ
Ｆ
Ｃ
の

染
谷
大た

い

生き

さ
ん
（
五
霞
西
小
学
校
５
年

生
）
が
茨
城
県
県
西
ト
レ
セ
ン
代
表
選

手
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
出
さ
れ
た
２
人
の
選
手
は
多
く
の

人
た
ち
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
よ
り

高
い
技
術
を
習
得
し
、
さ
ら
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
０
１
４
茨
城
県
代
表
選
手
に

選
出

　
７
月
５
日
、
笠
間
市
岩
間
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
・
プ
ー
ル
で
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ

ー
ツ
水
泳
大
会
茨
城
県
大
会
が
、
県
内

９
市
町
10
か
所
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

各
種
目
延
べ
１
１
９
名
の
参
加
に
よ
り

開
催
さ
れ
、
町
か
ら
は
９
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
藤
城
空そ

ら

さ
ん
が
小
学
３

・
４
年
生
女
子
背
泳
ぎ
の
部
で
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
藤
城
空そ

ら

さ
ん
、
大
橋
稜り

ょ
うさ
ん
、

大
橋
温あ

つ

紀き

さ
ん
の
３
名
は
「
２
０
１
４

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
大
会
」

（
８
月
２
日
(土)
、
東
京
辰
巳
国
際
水
泳

場
）
へ
出
場
し
ま
す
。
全
国
大
会
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
７
日
、
五
霞
東
・
五
霞
西
小
学

校
５
・
６
年
生
の
１
３
３
名
に
「
節
電

リ
ー
ダ
ー
」
任
命
書
の
交
付
を
行
い
ま

し
た
。

　
主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

エ
ア
コ
ン
の
設
定
は
、
冷
房
28
℃
以

上
、
暖
房
20
℃
以
下
に
し
よ
う
。

② 

冷
蔵
庫
は
、
詰
め
す
ぎ
た
り
何
度
も

開
け
閉
め
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

③ 

使
っ
て
な
い
部
屋
の
電
気
は
必
ず
消

そ
う
。

④ 

使
っ
て
な
い
家
電
の
コ
ン
セ
ン
ト
は

抜
い
て
お
こ
う
。

　
節
電
リ
ー
ダ
ー
の
み
な
さ
ん
に
は
、

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
節
電
推
進

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

節
電
リ
ー
ダ
ー
任
命
式
を
行
い

ま
し
た

齋藤雅
まさ

紀
き

さん染谷大
たい

生
き

さん

第27回Ｂ＆Ｇスポーツ水泳大会茨城県大会が
開催されました
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五
霞
中
学
校
で

は
、
６
月
23
日
、

 

24
日
に
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
の
活
動
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
、

学
年
委
員
は
じ
め

と
す
る
保
護
者
の

皆
様
や
教
育
委
員

会
、
青
少
年
相
談

員
、
駐
在
所
の
職

員
の
方
の
協
力
を
得
て
、
五
霞
中

学
校
及
び
町
内
の
東
西
小
に
お
い

て
、
登
校
し
て
く
る
生
徒
や
児
童

に
あ
い
さ
つ
を
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
、
本
校
の
人
権
教
育
の
一

環
と
し
て
、「
あ
い
さ
つ
は
心
の
扉

を
開
く
鍵
」
を
合
言
葉
に
、
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し

よ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
よ
く

あ
い
さ
つ
の
で
き
る
生
徒
も
、
地

域
や
家
庭
で
は
あ
い
さ
つ
が
少
な

い
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

誰
に
対
し
て
も
あ
い
さ
つ
で
き
る

生
徒
が
確
実
に
育
っ
て
き
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
も
、
五
霞
中

学
校
の
生
徒
に
会
い
ま
し
た
ら
是

非
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

童児 館

こどもの

ひろば

新聞紙じゃんけん  ～南児童館～

　
月
の
行
事
予
定

８

　

●
南
児
童
館	


（84）
３
４
５
６

・
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う 

５
日
(火)

・
ス
ラ
イ
ム
作
り 

20
日
(水)

・
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う 

23
日
(土)

・
割
り
箸
鉄
砲
作
り 

28
日
(木)

●
西
児
童
館	


（84）
２
３
２
１

・
ゲ
ー
ム
大
会 

２
日
(土)

（
母
親
ク
ラ
ブ
主
催
）

・
う
ち
わ
作
り 

８
日
(金)

・
避
難
訓
練 

22
日
(金)

・
夏
祭
り 

27
日
(水)

思いやりの心で明るい社会を

マナーアップキャンペーン
小中連携による「あいさつ運動」を実施しました。

五霞中学校

ちびっこ広場  ～西児童館～

　
６
月
９
日
、
南
児
童
館
に
お
い

て
「
新
聞
紙
じ
ゃ
ん
け
ん
」
を
行

い
ま
し
た
。
遊
び
方
は
１
枚
の
新

聞
紙
の
上
に
立
っ
て
友
達
と
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
ま
す
。
負
け
る
と
新

聞
紙
を
半
分
に
折
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
負
け
続
け
る
と
、
ど

ん
ど
ん
新
聞
紙
が
小
さ
く
な
っ
て

片
足
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す
が

…
。
新
聞
紙
か
ら
足
が
出
て
し
ま

う
と
負
け
で
す
。

　
こ
の
ゲ
ー
ム
は
２
人
以
上
で
楽

し
く
遊
べ
ま
す
。
家
の
中
で
出
来

ま
す
の
で
、
雨
の
日
や
外
へ
出
ら

れ
な
い
時
に
遊
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
。

　
６
月
20
日
の
「
ち
び
っ
こ
広
場
」

は
、
児
童
館
の
近
く
へ
散
歩
に
出

か
け
ま
し
た
。
途
中
で
ミ
キ
サ
ー

車
や
ト
ラ
ッ
ク
を
見
た
り
、
み
ど

り
一
面
の
田
ん
ぼ
の
中
に
は
お
た

ま
じ
ゃ
く
し
も
見
つ
け
ま
し
た
。

行
き
は
が
ん
ば
っ
て
歩
い
て
い
た

子
ど
も
た
ち
も
暑
い
せ
い
も
あ
り
、

帰
り
は
お
母
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ

て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。

　
児
童
館
に
帰
っ
て
か
ら
涼
し
い

木
陰
で
紙
芝
居
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
を
見
ま
し
た
。
お
天
気
に
も

恵
ま
れ
外
で
の
活
動
も
気
持
ち
の

い
い
も
の
で
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

【
西
児
童
館
・
南
児
童
館
】

８
月
14
日
(木)
〜
16
日
(土)

マナーアップキャンペーンに参加した生徒の作文
　私は東小にあいさつ運動に行きました。時間前
にしっかり行くことができ、初めに東小の先生方
や旗振り担当のお母さん方にもしっかりあいさつ
をすることができました。
　私たち中学生があいさつをすると，小学生も大
きな声であいさつを返してくれたので良かったで
す。小学生に負けないくらい、大きな声であいさ
つをすることができたと思います。
　私たち３年生だけではなく、１年生も２年生も
大きな声であいさつができていたと思います。

五霞東小学校での様子 五霞西小学校での様子五霞中学校での様子
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　役場の代表電話は（84）1111です　

お
知
ら
せ

ごかのごかの
お知らせお知らせ

（№467）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
国
民
健
康
保
険
税
を
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
直
接
天
引
き
）
に
よ
り

納
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
申

し
出
に
よ
り
支
払
い
方
法
を
口
座
振

替
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
申
し
出
の
時
期
に
よ
り
特

別
徴
収
か
ら
の
切
替
時
期
が
変
わ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
申
し
出
を
さ
れ
て

い
る
方
は
手
続
き
の
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い

方
法
の
変
更
に
つ
い
て

 

（
生
活
安
全
課
）

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
道
路

上
に
木
の
枝
や
竹
等
が
伸
び
、
交
通

標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
に
覆
い

被
さ
り
、
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な

り
、
交
通
安
全
上
非
常
に
危
険
に
な

り
ま
す
。

　
道
路
に
面
し
た
宅
地
や
山
林
の
土

地
所
有
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
交

通
安
全
確
保
の
た
め
、
道
路
に
伸
び

出
た
木
の
枝
や
竹
等
の
こ
さ
切
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
境
地
区
交
通
安

全
協
会
五
霞
支
部
並
び
に
境
警
察
署

に
よ
る
『
交
通
安
全
危
険
箇
所
の
確

認
作
業
』
を
８
月
３
日
(日)
に
実
施
し

ま
す
。

　
当
日
の
主
な
活
動
は
、
町
内
を
巡

視
し
、
交
通
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
の
交
通
施
設
の
設
置
・
破
損
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
で
す
が
、
木
の
枝

や
竹
等
の
伸
び
出
し
に
お
け
る
交
通

危
険
箇
所
が
あ
っ
た
際
は
、
土
地
所

有
者
の
方
に
連
絡
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

町
内
交
通
危
険
箇
所
確
認
作

業
の
実
施
に
つ
い
て

 

（
町
民
税
務
課
）

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
今
年
中
に
家
屋

等
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
築
・
増
築

を
予
定
し
て
い
る
方
（
ま
た
は
お
済

み
の
方
）
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
こ
の
制
度
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
が
、
月
に
支
払
う
治
療

費
や
入
院
時
の
食
事
代
を
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
と
ど
め
る
も
の
で
す
。

　
世
帯
の
所
得
状
況
を
判
定
し
、
対

象
と
な
る
方
に
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
交
付
し

ま
す
。（
世
帯
の
中
に
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
場
合
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

○
申
請
　
町
民
税
務
課
②
窓
口

○
持
参
す
る
も
の

　
保
険
証
、
印
鑑

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

取
り
壊
し
、新
築
・
増
築
し
た

家
屋
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

後
期
高
齢
者
医
療
の
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
に
つ
い
て

 

（
町
民
税
務
課
）

　
６
月
に
新
し
い
○福
受
給
者
証
の
更

新
（
小
児
・
妊
産
婦
を
除
く
）
を
行

い
ま
し
た
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
医
療
費
の
給
付
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
茨
城
県
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
就
労
を
支
援

す
る
た
め
、【
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
策
定
事
業
】
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
就
労
や
転
職
に
あ
た
り
、
母
子
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
員
が
個
別

の
状
況
に
応
じ
て
就
労
に
向
け
た
計

画
を
策
定
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と

の
連
携
を
と
り
な
が
ら
自
立
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
事
業
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

○福
受
給
者
証
の
更
新
は

お
済
み
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
み
な
さ
ん
へ
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

 

（
農
業
委
員
会
）

　
農
地
は
国
民
の
食
糧
を
生
産
す
る

基
盤
で
あ
り
、
国
土
保
全
や
景
観
維

持
な
ど
公
共
財
産
と
も
い
う
べ
き
大

切
な
も
の
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
優
良
農
地
の

保
全
及
び
営
農
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
・
防
止

や
農
地
の
無
断
転
用
の
防
止
等
を
目

的
に
、
年
間
を
通
し
て
定
期
的
に

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」（
農
地
の
巡
回

点
検
指
導
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
農
地
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
農
地
の
所
有
者
の
方

に
対
し
、
適
正
な
管
理
指
導
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
資
源
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
力
で
農
地
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　
農
地
を
住
宅
・
倉
庫
・
作
業
所
な

ど
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
地
法
に
基
づ
く

転
用
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
資
材
置
場
や
残
土
置
場
な
ど

の
利
用
で
、
一
時
的
に
転
用
を
す
る

場
合
も
同
様
で
す
。

○�

違
反
を
す
る
と
罰
則
の
適
用
も
あ

り
ま
す

　
許
可
を
受
け
ず
に
行
っ
た
農
地
の

転
用
行
為
は
農
地
法
の
違
反
で
あ
り
、

農
地
等
の
権
利
取
得
の
効
力
が
生
じ

８
月
か
ら
11
月
は
全
国
統
一

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
で
す

な
い
だ
け
で
な
く
、
都
道
府
県
知
事

よ
り
工
事
の
中
止
、
原
状
回
復
な
ど

を
命
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
農
業
委
員
会
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

 

（
産
業
課
）

　
夏
に
な
り
農
薬
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
ま
す
が
、
農
薬
の
使
用
は
必

要
最
低
限
に
と
ど
め
、
農
薬
以
外
の

方
法
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
商
品
の

ラ
ベ
ル
に
記
載
し
て
あ
る
注
意
事
項

を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
使
い

慣
れ
た
農
薬
で
あ
っ
て
も
、「
効
果
薬

害
等
の
注
意
」
や
「
安
全
上
の
注
意
」

な
ど
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
使

用
す
る
前
に
よ
く
読
み
、
適
切
に
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

 

（
産
業
課
）

　
毎
年
、
稲
作
作
業
が
盛
ん
に
な
る

４
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
用
水
路

や
排
水
路
の
水
位
が
高
く
な
り
、
場

所
に
よ
っ
て
は
水
深
が
１
メ
ー
ト
ル

以
上
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
痛
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
子

ど
も
た
ち
が
用
水
路
や
排
水
路
で
遊

ば
な
い
よ
う
、
ご
家
族
で
話
し
合
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
う
し
た

場
面
を
見
か
け
た
ら
、
お
声
が
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
土
地
改
良
区

　

（84）
０
０
０
５

 

（
健
康
福
祉
課
）

○
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離

婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と
り
親

と
な
っ
た
家
庭

の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進

を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。（
支
給

要
件
が
あ
り
ま

す
。）

　
現
在
、
こ
の

手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
末
ま
で

に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
を
提
出
し
な
い

と
８
月
以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
該
当
者
の
方
に
は
現
況
届

提
出
の
お
知
ら
せ
通
知
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

あ
ぶ
な
い
！
用
水
路
や
排
水

路
で
遊
ば
な
い
で
！

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
９
月
15
日
(月)
に
高
齢
者
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
今
年
入
籍
50
年
目
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　
今
年
度
金
婚
（
入
籍
50
年
目
）
を

迎
え
ら
れ
る
町
内
在
住
の
ご
夫
婦

（
昭
和
39
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
40

年
３
月
31
日
ま
で
に
入
籍
の
ご
夫
婦
）

○
お
申
し
込
み

　
８
月
22
日
(金)
ま
で
に
健
康
福
祉
課

窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
注
意

　
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
た
方
を
お
祝
い
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
対
象
の
方
は
忘
れ
ず
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　
五
霞
町
に
本
籍
地
が
な
い
方
は
、

戸
籍
謄
本
（
婚
姻
期
日
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
Ｇ

　

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

農
薬
の
適
正
な
使
用
に
つ
い

て

今
年
金
婚
式
（
入
籍
50
年
目
）

を
迎
え
る
方
へ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い



●
五
霞
中
学
校

●
五
霞
西
小
学
校

●五霞幼稚園

西児童館
　　●

●
はなの郷

原宿台郵便局
●

ウェルシア

第１工区

第２工区

●
五
霞
町
役
場

県道西関宿栗橋線五
霞
落
川４

号バイ
パ
ス

消防署▶

4

268

267

268

268

267

キユーピー㈱
五霞工場

キユーピー㈱
太平橋

県
道
西
関
宿
栗
橋
線

〒

①②小手指

■工事箇所

③原宿台

■工事箇所

⑤江川

■工事箇所

④元栗橋 ■工事箇所
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（
教
育
委
員
会
）

　
平
成
10
年
度
か
ら
設
置
し
て
お
り

ま
す
「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の

家
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
大
き
な
事
故
・
事
件
も
な
く
、

子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
通
学
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
報
道
及
び
近
隣

市
町
村
の
状
況
等
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
を
狙
っ
た
不
審
者
・
変
質
者
が
頻

繁
に
出
没
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
確
保
の
た
め

に
避
難
す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る
ス
テ

ッ
カ
ー
に
欠
損
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

に
つ
い
て
も
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

『
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番

の
家
』協
力
者
の
方
へ

　
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
Ｇ

　

（84）
１
４
６
２
（
直
通
）

　
町
道
の
補
修
工
事
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
通
行
止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
都
市
建
設
課
　
建
設
管
理
Ｇ
　

（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

①
町
道
９
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

	
（
第
１
工
区
）

○
工
事
期
間
　
９
月
中
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
小
手
指
地
内

○
施
工
業
者
　
(株)
阪
東
組

②
町
道
９
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

（
第
２
工
区
）

○
工
事
期
間
　
９
月
中
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
小
手
指
地
内

○
施
工
業
者
　
松
沼
建
設
(有)

③
町
道
６
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

○
工
事
期
間
　
９
月
中
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
原
宿
台
地
内

○
施
工
業
者
　
(株)
岡
島
組

④�

町
道
１
９
１
４
号
線
道
路
舗
装
補

修
工
事

○
工
事
期
間
　
９
月
中
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者
　
坂
間
工
業
所
(株)

⑤�

町
道
２
１
４
７
号
線
道
路
舗
装
工

事
○
工
事
期
間
　
10
月
中
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
江
川
地
内

○
施
工
業
者
　
(株)
五
霞
建
設

（
都
市
建
設
課
）

　熱 中 症 に ご 注 意 を　

道
路
工
事
の
実
施
に
つ
い
て
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次
の
①
〜
③
の
条
件
を
満
た
す
運

転
者
を
優
良
運
転
者
と
し
て
、
境
警

察
署
長
及
び
境
地
区
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰
に
上
申
し
ま
す
。

① 

五
霞
町
に
居
住
し
、
境
地
区
交
通

安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
運
転
者

② 

自
動
車
運
転
免
許
証
（
原
付
免
許

及
び
自
動
二
輪
車
含
む
）
取
得
後

10
年
以
上
で
あ
り
、
過
去
５
年
以

上
無
事
故
・
無
違
反
で
あ
る
運
転

者
③ 

常
時
、
自
動
車
（
原
付
以
上
）
を

乗
用
し
、
安
全
運
転
を
励
行
す
る

な
ど
他
運
転
者
の
模
範
で
あ
る
運

転
者

○
お
申
し
込
み
方
法

　
免
許
証
、
印
鑑
を
持
参
し
、
８
月

29
日
(金)
午
後
５
時
ま
で
に
生
活
安
全

課
ま
で
来
庁
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

　
資
格
の
無
い（
過
去
５
年
以
内
に
交

通
違
反
等
を
し
た
方
）
申
込
者
及
び
、

以
前
に
同
様
の
表
彰
を
受
け
た
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
の
で
各
自
ご
確
認
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
上
申
後
に
境
地
区
交
通
安

全
協
会
で
審
査
し
受
賞
に
な
り
ま
す

の
で
、
該
当
し
な
か
っ
た
場
合
は
ご

了
承
願
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
個
人
で
事
業
を
行
わ
れ
て
い
る
方

は
、
一
定
の
所
得
を
超
え
た
場
合
に
、

個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の
納
税

通
知
書
を
８
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
９
月
１
日
(月)
の
納
期
限
ま
で

に
必
ず
納
付
願
い
ま
す
。
納
税
に
便

利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
（
課
税
の
詳
細
）

　
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　

（87）
１
１
２
０

○
お
問
い
合
わ
せ
（
口
座
振
替
）

　
筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
（24）
９
１
８
４

 

（
産
業
課
）

　
専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
８
月
６
日
(水)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（ 

た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時

○
参
加
費
　
１
人
　
１
０
０
円

○
持
参
す
る
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

○
お
申
し
込
み
期
限

　
８
月
15
日
(金)
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
離
乳
食
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時
　
８
月
19
日
(火)

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
午
前
９
時
45
分
受
付
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

　
４
〜
６
ヵ
月
児
と
そ
の
保
護
者

　
（
町
内
在
住
の
方
）

○
内
容

　
離
乳
食
の
お
話
・
試
食
・
子
育
て

講
話
な
ど

○
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　
８
月
15
日
(金)
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

（84）
１
９
１
０

 

（
総
務
課
）

　
広
報
ご
か
で
は
、
毎
月
「
我
が
家

の
主
役
」
と
題
し
、
３
歳
く
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ま
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
な
た
の
お
子
さ

ま
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

 

（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育

・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※ 

各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
９
５

 
（
健
康
福
祉
課
）

○
日
時
　
８
月
20
日
(水)

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

（
午
前
９
時
40
分
受
付
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

　
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

○
内
容
　
簡
単
お
や
つ
作
り

○
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

　
ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
応
募

用
紙
に
写
真
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
掲
載
は
受
付
順
と
な
っ
て

お
り
、
一
度
掲
載
さ
れ
た
方
は
見
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
秘
書
広
報
Ｇ

　

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

 

（
教
育
委
員
会
）

　
11
月
１
日
(土)
〜
３
日
(月)
の
３
日
間
、

文
化
協
会
主
催
に
よ
る
『
第
９
回
文

化
祭
〜
き
ら
め
く
町
と
き
ら
め
く
人

と
き
ら
め
く
心
を
〜
』
が
、
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク

ル
及
び
個
人
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
、

日
頃
の
活
動
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
発
表
内
容
は
、
次
の
３
つ
に
分

か
れ
ま
す
。

① 

バ
ン
ド
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
。

② 

将
棋
や
囲
碁
の
対
局
な
ど
、
来
館

者
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
日
頃
の

活
動
を
体
験
し
て
も
ら
う
体
験
発

表
。

③ 

絵
画
や
写
真
な
ど
、
自
分
の
作
品

を
展
示
す
る
展
示
発
表
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
Ｇ

　

（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

離
乳
食
教
室

交
通
安
全
優
良
運
転
者
表
彰

の
申
し
込
み
に
つ
い
て

消
費
生
活
相
談
窓
口

生
活
相
談募　

集

お
や
つ
教
室

相　

談

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納

付
に
つ
い
て

我
が
家
の
主
役

文
化
協
会
主
催
「
文
化
祭
」



示示
掲掲

板板
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入
の
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※ 

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
代
理

に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

申
込
台
数
は
、
１
世
帯
に
つ
き
、

自
転
車
１
点
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※ 

購
入
希
望
者
が
複
数
の
場
合
は
抽

選
に
よ
り
提
供
者
を
決
定
し
ま
す
。

○
当
選
者
連
絡

　
９
月
３
日
(水)
に
提
供
者
を
決
定
し
、

は
が
き
に
て
当
選
の
通
知
を
し
ま
す
。

通
知
が
届
い
た
方
は
９
月
20
日
(土)
ま

で
に
代
金
の
お
支
払
及
び
、
自
転
車

の
引
取
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

０
２
９
７
（20）
９
９
８
０

　
８
月
１
日
か
ら
、
火
を
使
用
す
る

器
具
等
を
祭
礼
、
縁
日
、
展
示
会
、

花
火
大
会
そ
の
他
の
多
数
の
人
が
集

合
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す
る

場
合
は
、
消
火
器
の
準
備
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
に
当
て
は
ま
る

か
ど
う
か
、
ど
こ
に
消
火
器
を
置
け

ば
良
い
の
か
、
ご
不
明
な
点
は
最
寄

り
の
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
古
河
消
防
署
　

（47）
０
１
１
９

　水の事故に気をつけましょう　

さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

寺
久
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
展

示
・
販
売
の
ご
案
内

　
さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有

効
利
用
を
進
め
る
た
め
、
修
理
再
生

し
た
自
転
車
を
住
民
の
み
な
さ
ん
に

展
示
販
売
し
ま
す
。

○
販
売
の
申
込
期
間

　
８
月
23
日
(土)
〜
30
日
(土)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
日
曜
日
は
除
く

○�

申
込
資
格
　
五
霞
町
、
境
町
、
坂

東
市
、
古
河
市
在
住
で
18
歳
以
上

の
方

○�

販
売
車
種
　
軽
快
車
（
マ
マ
チ
ャ

リ
）、マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、折
り

た
た
み
自
転
車
、
子
供
用
自
転
車

な
ど

○�

販
売
台
数
・
価
格
　
80
台
（
１
台

５
０
０
円
〜
３
，
０
０
０
円
）

○�

販
売
方
法
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
来
館
し
て

い
た
だ
き
、

購
入
を
希
望

す
る
自
転
車

を
１
台
選
び
、

申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を

記
入
し
て
購

○
開
催
日
時

　
９
月
６
日
(土)
〜
11
月
８
日
(土)

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時

※
毎
週
土
曜
日
、
全
10
回

○
対
象
　
小
学
生

○
募
集
人
員
　
25
名

○
参
加
費

　
毎
回
プ
ー
ル
入
場
料
１
０
０
円

○
受
付
日
時

　
８
月
24
日
(日)
　
午
後
１
時
か
ら

※
８
月
25
日
(月)
は
休
館
日

○
申
し
込
み
方
法

　
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
、
午
後
１
時
の
時
点
で
募
集

人
員
を
こ
え
た
場
合
、
抽
選
を
行
い

ま
す
。

※ 

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

※ 
参
加
者
１
名
に
対
し
て
申
込
者
１

名
、
兄
弟
で
あ
れ
ば
複
数
名
可

○
持
ち
物
　
印
鑑

※ 

保
護
者
同
意
書
に
押
印
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

（87）
７
２
２
３

○
試
験
区
分
・
受
験
資
格

・
男
性
警
察
官
Ａ
、
女
性
警
察
官
Ａ

　 

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
火
を
使
用
す

る
器
具
等
を
使
用
す
る
時
は
消

火
器
の
準
備
が
必
要
で
す
！

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
小
学
生
水
泳
教
室
の
開
催

に
つ
い
て

茨
城
県
警
察
官
募
集

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を
卒

業
し
た
人
も
し
く
は
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

ま
た
は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同

等
と
認
め
る
人

・ 

男
性
警
察
官
Ｂ
、
女
性
警
察
官
Ｂ

　 

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該

当
し
な
い
人

○
第
１
次
試
験
　
９
月
21
日
(日)

○�

受
付
期
間
　
８
月
19
日
(火)
ま
で

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）

の
場
合
は
、
８
月
18
日
(月)
午
後
５

時
ま
で
受
信
有
効

○
お
問
い
合
わ
せ

　 

境
警
察
署

（86）
０
１
１
０
ま
た
は

最
寄
り
の
駐
在
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方

　
１
科
目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修

生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

○�

18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方

　
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学

し
て
１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す

る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

○�

１
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
方

　
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
出
願
期
間
　
８
月
31
日
(日)
ま
で

※ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
（
２
２
８
）
０
６
８
３

　http://w
w
w
.ouj.ac.jp

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
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対象税等 町　税　等 介護保険料
上下水道料金
下水道

受益者負担金

担当課（場所） 町民税務課
（役場）

健康福祉課
（役場）

上下水道課
（川妻浄水場）

担当グループ 税務Ｇ 高齢者支援Ｇ 水道Ｇ
下水道Ｇ

電　話 （84）1966 （84）0006 （84）3000

８
月
の
夜
間
収
納
窓
口

　
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
回
は
最
近
の
主
だ
っ
た
町
の
動
き

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
圏
央
道
等
の
整
備
で
す
。
橋
脚
部
分

の
建
設
が
先
行
し
て
い
た
圏
央
道
で
す
が
、
橋

桁
が
乗
り
始
め
よ
う
や
く
全
体
の
姿
が
見
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
来
年
春
に
は
、
圏
央
道
を
利

用
し
て
、
五
霞
か
ら
東
北
道
、
関
越
道
、
中
央

道
、
東
名
道
ま
で
、
そ
し
て
再
来
年
に
は
成
田

方
面
ま
で
気
軽
に
往
来
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ひ
と
・
モ
ノ
の
流
れ
が

こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
圏
央
道
開
通
に

合
わ
せ
て
接
続
す
る
新
４
号
国
道
の

複
車
線
化
工
事
も
着
々
と
進
ん
で
お

り
、
開
通
後
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
方
に
、
道
の
駅
を
は
じ
め
五

霞
町
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
に
五
霞
町
の

魅
力
を
さ
ら
に
積
極
的
に
発
信
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
合
わ
せ
て
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
の
開

発
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
総
合
計
画
の
策
定
で
す
。

現
在
町
で
は
、
総
合
計
画
の
後
期
基

本
計
画
の
策
定
作
業
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
過
日
各
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
中
高
生
や
若
者
、

各
種
団
体
等
様
々
な
層
か
ら
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、「
協
働
の
ま
ち
」
に
ふ

さ
わ
し
い
計
画
を
、
皆
様
と
と
も
に

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
や
納
税
相

談
へ
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日
　
８
月
29
日
(金)

　
午
後
５
時
15
分
〜
午
後
７
時

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　
次
に
、
防

災
・
減
災
対

策
で
す
。
近

年
、
全
国
各

地
で
集
中
豪

雨
等
に
よ
る
水
害
が
頻
発
し
て
お

り
、
短
時
間
で
河
川
が
増
水
し
た
り
、
堤
防
が
決

壊
し
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
よ
う
な
事
例
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
洪
水
時
の
被
害
を
最
小
限

に
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
水
害
に
よ
る
危
険

を
認
識
し
た
う
え
で
、
氾
濫
時
の
危
険
箇
所
や
避

難
場
所
に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
現
在
町
で
は
必

要
な
情
報
を
網
羅
し
た
新
し
い
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
中
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
全
戸
に
配

布
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
過
日
一
部
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
既
に

役
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
は
お
気
づ
き
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
職
員
が
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ご
か
り
ん
」
を
胸
に
あ
し
ら
っ
た
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
を
作
成
、
着
用
し
て
お
り
ま
す
（
８
ペ
ー
ジ

上
段
に
特
集
）。こ
の
シ
ャ
ツ
を
着
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
五
霞
町
職
員
で
あ
る
自
覚
を
さ
ら
に
高
め
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
欲
し
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
主
だ
っ
た
町
の
動
き
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
今
後
も
五
霞
町
が
輝
き
続
け
ま
す
よ
う
、
精

一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



健康応援隊！The

学校コーナー学校コーナー

五霞西
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。
あて先
●町長（直通）　
84―1550
●総務課広報担当
84―1111（内線214）

人

人
人
世帯

（　 人）

（　 人）
（　 人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数８月の納税 納期限：9月1日（月）です

町 県 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

２ 期
２ 期
２ 期
２ 期

町民税務課 税務G　　 84―1966 

町民税務課 税務G　　 84―1966 

健康福祉課 高齢者支援G 84―0006 

健康福祉課 高齢者支援G 84―0006 

7

9,198

4,614
4,584

3,207

120

44
76

65

	 前月比 －6人	 （－1人）

　
町
で
は
、今
年
６
月
と
８
月
に
、が

ん
検
診
・
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
健
診
は
受
診
さ
れ
ま

し
た
か
？

　
健
診
で
の
血
圧
値
は
ど
う
で
し
た

か
？
　「
高
血
圧
」
は
、自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
高
い
状
態
で

も
放
置
さ
れ
や
す
い
で
す
。
健
診
な

ど
で
自
分
の
血
圧
値
を
知
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
健
診
で
は
、
収
縮
期
（
最
高
）
血

圧
１
４
０
以
上
、
拡
張
期
（
最
低
）

血
圧
90
以
上
で
は
、
高
血
圧
と
判
定

さ
れ
ま
す
。

　
健
診
で「
高
血
圧
」と
判
定
さ
れ
た

場
合
、
家
庭
で
も
血
圧
を
測
る
習
慣

が
大
切
で
す
。
家
庭
用
血
圧
計
が
普

及
し
、
毎
日
測
定
し
て
い
る
方
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

境
・
五
霞
小
学

校
陸
上
記
録
会

　
６
月
５
日
に
、

古
河
市
の
広
域

運
動
公
園
陸
上

競
技
場
に
お
い

て
、
境
・
五
霞

小
学
校
陸
上
記

録
会
が
行
わ
れ
、

本
校
６
年
生
児

童
が
出
場
し
ま
し
た
。　
ど
の
選
手
も

持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
す
ば
ら

し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
本
校
児
童
の
主
な
成
績
は
以
下
の
通

り
で
す
。

○
１
０
０
ｍ
男
子
１
位
　
石
塚
　
拓た

く

馬ま

○
１
０
０
ｍ
女
子
２
位
　
山
中
　
沙さ

織お
り

○
50
ｍ
Ｈ
　
女
子
２
位
　
藤
沼
　
莉り

子こ

○
１
２
０
０ｍ
女
子
２
位
　
齊
木
　
姫ひ

め

乃の

○
走
幅
跳
び
男
子
４
位
　
松
本
謙け

ん

二じ

郎ろ
う

○
走
高
跳
び
男
子
２
位
　
須
釜
　
　
崇

し
ゅ
う

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
男
子

１
位
　
松
本
圭け

い

一い
ち

郎ろ
う

○
　
　
同
　
　
　
３
位
　
須
釜
　
　
渉

わ
た
る

○
　   

同
　
女
子
１
位
　
大
久
保
伊い

織お
り

○
　
　
同
　
　
　
２
位
　
古
谷
　
優ゆ

う

貴き

○
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
男
子
　
４
位

○
　
　
　
同
　
　
　
女
子
　
３
位

家
庭
で
血
圧
測
っ
て
ま
す
か
？

　
血
圧
は
、
精
神
状
態
に
よ
っ
て
も

変
動
し
ま
す
の
で
、
健
診
の
場
や
病

院
で
測
定
す
る
と
、
緊
張
し
て
血
圧

が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
家
庭
で
測
定
す
る
血
圧
値
が

重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

①�

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
２
回
測
定

す
る

　�
起
床
し
て
排
尿
後
、
１
時
間
以
内

と
就
寝
前

②
測
定
前
１
～
２
分
前
は
安
静
に

③�

イ
ス
に
座
っ
て
、
腕
に
巻
く
腕か

帯ふ

は
心
臓
と
お
な
じ
高
さ
に
す
る

④
血
圧
値
と
と
も
に
体
調
も
記
録

　
日
本
高
血
圧
学
会
に
よ
れ
ば
、
家

庭
血
圧
値
は
、
一
般
的
に
は
１
３
５

／
85
未
満
が
適
正
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
血
圧
を
測
定
す
る
こ
と
は
、

よ
り
正
確
な
血
圧
情
報
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
、
医
師
が
高
血
圧
を
診

療
す
る
時
の
判
断
基
準
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、服
薬
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、治

療
方
針
の
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
何
よ
り
、
自
分
自
身
の
健
康
管
理

の
目
安
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
家

庭
で
の
血
圧
測
定
を
習
慣
に
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

（
健
康
福
祉
課
　
保
健
師
）

Ⅲ度高血圧

Ⅱ度高血圧

Ⅰ度高血圧

正常高値血圧

正常血圧

至適血圧

●高血圧の判断基準（日本高血圧学会 2009）

180

160

800 85 90

拡張期血圧（最低血圧）

収
縮
期
血
圧（
最
高
血
圧
）

100 110
単位：mmHg

140

130

120

家
庭
で
血
圧
を

正
し
く
測
定
す
る
た
め
に

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会

　
６
月
10
日
に
は
、
坂
東
市
総
合
体
育

館
に
お
い
て
、
交
通
安
全
子
ど
も
自
転

車
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
５
年

生
児
童
８
名
が
代
表
選
手
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。
み

ん
な
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披

露
し
、
健
闘
し

ま
し
た
。
選
手

の
感
想
を
代
表

で
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
、
自
転
車
大
会
の
た
め
に
頑
張

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
大

会
の
た
め
に
昼
休
み
や
放
課
後
に
約
１

か
月
練
習
し
た
こ
と
で
す
。

　
始
め
た
ば
か
り
は
、
ど
れ
も
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
練
習

す
る
う
ち
に
上
手
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
本
番
で
は
全
力
を
は
っ
き
で
き
ま
し

た
。
結
果
は
少
し
な
っ
と
く
い
か
な
か

っ
た
け
ど
、
い
い
自
転
車
大
会
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
５
年
　
松
沼
　
璃り

音お
ん

　
自
転
車
大
会
で
は
自
分
な
り
に
が
ん

ば
り
ま
し
た
。

　
約
１
か
月
間
、
一
生
け
ん
め
い
練
習

し
、
大
会
で
は
力
を
全
部
は
っ
き
し
ま

し
た
。
練
習
で
で
き
な
か
っ
た
ジ
グ
ザ

グ
走
行
が
本
番
で
で
き
た
の
で
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

　
結
果
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
練
習
で
や
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
し

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

５
年
　
瀬
﨑
　
隆り

ゅ
う
せ
い成
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日 月 火 水 木 金 土

お知らせカレンダー

我
が
家
の
主
役

小児医療
輪 番 制

西南：茨城西南医療センター病院（境町）87―8111 友愛：友愛記念病院（古河市）97―3000
日赤：古河赤十字病院（古河市）23―7111 ※輪番日及び時間…月・火・水・木・金・土曜日：午後６時～午後11時

　　　　　　　　　日曜日・祝日：午前９時～午後４時
※輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディカルセン
　ター病院でも小児救急医療を対応しています。

毎日の夜間／18時30分～24時30分
休日の昼間／  9時00分～17時00分
※日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

柴田　浩・洋子さん
（元栗橋）の二女
（父母のひと言）
おてんばで、元気いっぱいの沙南ちゃん。
人を思いやれる、優しい子に育ってね。

沙南 ちゃん
さ な

平成24年６月11日生

土曜窓口業務を行っています
土曜日（祝日を除く）の午前8時 30分から正午まで一部窓口業務を行っています。ぜひご利用ください。

▼申請・請求できる方▼

※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
○お問い合わせ　町民税務課　町民グループ　 84―1965町民税務課

住　　民　　票
戸籍謄本・抄本
印　鑑　証　明

………本人及び同一世帯の方
………本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方
………印鑑登録証をお持ちの方

このコーナーに掲載をご希望の方は、総務課（内線214）までお申し込みください。

休日や夜間に救急対応している小児科の医療機関を
お探しのときは、お問い合わせください。

　すぐ受診させた方がよいのか、様子をみても
大丈夫なのか不安な時は、ご相談ください。
電話番号：プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは局番なしの「＃８０００」
その他の電話からは　０２９‐２５４‐９９００

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。受診される際は、医療
機関に必ず事前に電話でご相談ください。
　現在、当事業につきましては、休日や夜間における小児救急患者に対応する為、茨城西南医療セ
ンター病院及び友愛記念病院、古河赤十字病院のご協力を得て実施しております。

東日本大震災義援金について
　平成27年３月31日（日）まで
受付期間を延長いたします。
　引き続き、皆様のご協力をお願
いします。お預かりした義援金
は、日本赤十字社茨城支部に送金
し、被災者への生活支援や見舞金
に使われます。

○義援金送金額
1,214,823円（7月3日現在）

すくすく相談
わくわく元気づくり
	 （保健センター）
うちわ作り
	 （西児童館）

夏祭り	 （西児童館）
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29

3

10

17

24

2

9

16

23

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

1

7

14

21

28

8

15

22

30不燃ごみ 可燃ごみ可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類 びん類・ペットボトル可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

紙類 不燃性粗大ごみ可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類 びん類・ペットボトル可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃性粗大ごみ

西南 西南

西南

西南

西南

日赤

西南

友愛

西南 西南

西南

西南

西南

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

西南

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

日赤

日赤

日赤

31

割り箸鉄砲作り
	 （南児童館）

わくわく元気づくり
	 （保健センター）
町税等夜間収納
	 （各窓口）

離乳食教室
	 （保健センター）
親子ヨガ教室
	（ふれあいセンター）

成人健康相談
	 （保健センター）

プールで遊ぼう
	 （南児童館）
親子料理教室
	 （保健センター）
親子ヨガ教室
	（ふれあいセンター）

乳がん・子宮がん検診
	 （保健センター）

乳がん・子宮がん検診
	 （保健センター）

わくわく元気づくり
	 （保健センター）
避難訓練	（西児童館）

パソコンで遊ぼう
	 （南児童館）
乳がん・子宮がん検診
	 （保健センター）

スライム作り
	 （南児童館）
おやつ教室
	 （保健センター）

道の駅（定休日）

道の駅（一部営業）

よちよち相談
	 （保健センター）
消費生活相談窓口
	 （ひばりの里）

ふれあいハート教室
	 （保健センター）

がん検診・特定健診
	 （保健センター）
ゲーム大会
	 （西児童館）

がん検診・特定健診
	 （保健センター）No.788

2014
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五霞町コミュニティ交通バスルートの変更
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